
新出単語・フレーズ（第 1回） 

日本語 品詞 英単語・フレーズ 例文  

(1) 全て / すべての / 全体の 
【代名詞】 

【形】 
all 

Did you eat (1)all of it?  

（あなたは全て食べたのですか？） 

(2) エッセイ / 小論 【名（可算）】 essay 
Your essay was very good.  

（あなたのエッセイは、とても良かったです） 

(3) 地震 【名（可算）】 earthquake 
We have many earthquakes in Japan.  

（日本では、たくさんの地震があります） 

(4) 寝室 / ベッドルーム 【名（可算）】 bedroom 
Where is the bedroom?  

（寝室はどこですか？） 

(5) 機会 / チャンス  【名（可算）】 chance 
I had a chance to talk with her.  

（彼女と話す機会がありました） 

(6) 山 【名（可算）】 mountain 

(2)Mt. Fuji is a big mountain.  

（富士山は大きな山です） 

(7) （人・テーブルなどの）脚 /  

（クモや昆虫などの）足 
【名（可算）】 leg 

My left leg hurts.  

（私の左脚が痛みます） 

(8) セーター 【名（可算）】 sweater 
I like your sweater.  

（私はあなたのセーターが好きです） 

(9) 庭 / 庭園 【名（可算）】 garden 
This garden is beautiful.  

（この庭は美しいです） 

(10) 得点 / 点数 / 得点する 
【名（可算）】 

【動】 
score 

My score was low.  

（私の点数は低かったです） 

(1) all が “the/所有格＋名詞”につく場合、 allは、前に置かれる（例：all the books, all my textbooks）。 また all の後に of をつけることも可能（例：all of the books, all of 

my textbooks）。ただし代名詞を修飾する場合は “all of代名詞（目的格）” の形（例：all of them）となり all 代名詞（目的格）は×（例：all them =×）。 

(2) 「〇〇山（富士山など）」と言う場合、Mt.（マウント）〇〇という表現がよく使われる。 
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(11) ニワトリ / 鶏肉 
【名（可算）】 

（鶏肉は不可算） 
chicken 

This chicken is good.   

（この鶏肉はおいしいです） 

(12) 豚肉  【名（不可算）】 (2)pork 
This pork is expensive.  

（この豚は高いです） 

(13) 牛肉  【名（不可算）】 (2)beef 
Do you like beef?  

（あなたは牛肉が好きなのですか？） 

(14) 家事 【名（不可算）】 housework 
I had a lot of housework to do.  

（私はしなくてはいけない家事がたくさんありました） 

(15) 聞こえる / (3)耳に入ってくる 【動】 
(4)hear 

（過去形： heard） 

Can you hear that sound?  

（あの音が聞こえますか？） 

(16) 弱い / 弱々しい / 力のない 【形】 weak 
This wall is weak.  

（この壁は弱いです） 

(17) （部屋などが）広い / 大きい 【形】 large 
How large is your room?  

（あなたの部屋はどれくらい広いの？） 

(18) 幅の広い / 幅広の / 広く  
【形】 

【副】 
wide 

It is a wide road.  

（広い道ですね） 

(19) いつもの / 通常の  【形】 usual 
Let’s meet at the usual place. 

（いつもの場所で会いましょう） 

(20) いつも通りに / いつものように ― as usual 
He came late as usual. 

（彼はいつも通り遅れてきました） 

(2) pig = 豚   cow = 雌牛   bull = 雄牛 

(3) hear = 自然に耳に入ってくる  listen to = 耳を傾けて聞こうとする 

(4) “I heard + 文”の形で「私は～だと聞いた」という文章はよく登場する。時制を一致させる都合上、「文」は現在のことを表す場合でも「過去形」が用いられることが

多い。 ＜例＞ I heard he was a new student. （彼は新しい生徒だと聞きました） 
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